
一 般 質 問市政について問う！

問
小
学
生
の
こ
ろ
か
ら
質
の
よ
い
実
験

に
触
れ
、
正
し
い
知
識
や
経
験
、
知
的
な

刺
激
を
得
る
と
、
そ
の
後
の
科
学
学
習
の

意
欲
と
成
果
に
よ
い
効
果
が
あ
ら
わ
れ
る

と
考
え
る
が
、
土
曜
日
を
使
っ
た
、
小
学

生
の
科
学
教
室
を
実
施
す
る
考
え
は
。

答
教
育
長
／
子
供
た
ち
に
と
っ
て
、
学

ぶ
楽
し
さ
を
実
感
す
る
こ
と
に
よ
り
、
も

っ
と
学
び
た
い
と
い
う
意
欲
を
育
む
こ
と

は
、
何
よ
り
大
切
で
あ
る
と
考
え
る
。
官

民
問
わ
ず
、
子
供
た
ち
の
興
味
や
好
奇
心

を
高
め
る
イ
ベ
ン
ト
や
講
座
等
の
情
報
を

集
め
、
広
報
や
支
援
に
努
め
つ
つ
、
学
校

や
企
業
等
と
連
携
し
な
が
ら
、
授
業
の
中

だ
け
で
は
体
験
で
き
な
い
、
貴
重
な
学
び

の
場
の
提
供
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
く
。

問
本
市
の
広
い
砂
浜
の
清
掃
に
つ
い
て
、

人
力
に
頼
る
の
で
は
な
く
、
海
岸
清
掃
機

材
を
導
入
す
る
考
え
は
。

答
産
業
振
興
部
長
／
本
市
で
は
、
平
成

六
年
に
海
岸
清
掃
機
材
を
導
入
し
、
牛
臥

海
岸
な
ど
で
使
用
し
て
き
た
が
、
海
岸
や

漂
着
物
の
状
況
か
ら
、
導
入
当
初
か
ら
故

障
が
多
く
、
現
在
は
清
掃
機
能
が
損
傷
し
、

運
搬
機
能
の
み
を
使
用
し
て
い
る
。
現
段

階
に
お
い
て
、
新
た
な
機
材
の
導
入
予
定

は
な
い
が
、
今
後
、
本
市
と
同
じ
よ
う
な

条
件
で
機
械
の
導
入
を
行
っ
て
い
る
事
例

を
参
考
に
、
性
能
や
耐
久
性
、
費
用
対
効

果
な
ど
を
総
合
的
に
研
究
し
て
い
く
。

髙
橋
　
達
也

小学生向け土曜科学教室の実施を

問
沼
津
駅
北
口
周
辺
の
放
置
自
転
車
対

策
と
し
て
、
Ｂ
ｉ
Ｖ
ｉ
沼
津
前
の
自
転
車

専
用
通
行
帯
部
分
へ
駐
輪
場
を
整
備
す
る

考
え
は
。

答
企
画
部
長
／
沼
津
駅
北
口
周
辺
に
あ

る
三
カ
所
の
駐
輪
場
は
全
て
高
い
利
用
率

で
あ
り
、
駐
輪
場
の
収
容
台
数
が
不
足
し

て
い
る
。
平
成
二
十
九
年
度
の
早
い
時
期

に
、
静
岡
県
公
安
委
員
会
に
対
し
て
、
Ｂ

ｉ
Ｖ
ｉ
沼
津
前
の
道
路
区
域
内
の
自
転
車

専
用
通
行
帯
に
駐
輪
場
を
設
け
る
こ
と
に

つ
い
て
相
談
し
、
意
見
を
聞
い
た
上
で
、

交
通
規
制
の
変
更
に
関
す
る
協
議
を
行
う

と
と
も
に
、
地
元
自
治
会
等
と
の
調
整
を

行
い
、
整
備
の
可
能
性
に
つ
い
て
早
急
に

検
討
し
て
い
く
。

問
キ
ラ
メ
ッ
セ
ぬ
ま
づ
を
含
む
プ
ラ
サ

ヴ
ェ
ル
デ
前
の
自
転
車
専
用
通
行
帯
に
駐

輪
し
て
い
る
自
転
車
来
場
者
へ
の
対
応
は
。

答
産
業
振
興
部
長
／
施
設
前
に
駐
輪
さ

れ
て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
、
来
場
者
の
利

便
性
を
考
慮
し
て
、
平
成
二
十
九
年
十
月

中
を
め
ど
に
キ
ラ
メ
ッ
セ
ぬ
ま
づ
と
東
側

駐
車
場
の
間
の

ス
ペ
ー
ス
に
駐

輪
場
を
設
置
す

る
と
と
も
に
、

来
場
者
へ
の
周

知
、
誘
導
に
努

め
て
い
く
。

加
藤
　
明
子

沼津駅北口周辺の放置自転車対策を

問
新
市
民
体
育
館
の
構
造
を
変
更
し
、

一
階
部
分
を
か
さ
上
げ
し
て
駐
車
場
化
し
、

二
階
以
上
を
体
育
館
と
す
る
新
し
い
案
を

提
案
す
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
ど
う
考
え

る
か
。

答
市
長
／
香
陵
公
園
周
辺
整
備
に
係
る

説
明
会
に
お
い
て
も
、
駐
車
場
台
数
の
問

題
に
つ
い
て
、
非
常
に
心
配
で
あ
る
と
い

う
意
見
が
あ
っ
た
。
議
員
の
提
案
に
つ
い

て
は
、
そ
の
可
能
性
を
検
討
す
べ
き
で
あ

る
と
考
え
る
。

問
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
イ
タ
リ
ア
女
子
レ
ス
リ
ン
グ
チ
ー
ム

の
事
前
合
宿
に
つ
い
て
、
早
急
に
受
け
入

れ
を
表
明
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
産
業
振
興
部
長
／
受
け
入
れ
会
場
と

し
て
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
組
織
委
員
会
が
定

め
る
要
件
を
備
え
た
プ
ラ
サ
ヴ
ェ
ル
デ
を

利
用
し
た
場
合
、
会
場
使
用
料
等
が
高
額

に
な
る
た
め
、
本
市
と
相
手
側
の
費
用
負

担
の
条
件
で
折
り
合
い
が
つ
い
て
い
な
い
。

再
度
、
十
一
月
ご
ろ
に
交
渉
を
行
う
予
定

で
あ
り
、
そ
の
際
に
は
、
前
回
の
交
渉
に

お
い
て
示
さ
れ
た
相
手
側
の
要
望
を
十
分

に
し
ん
し
ゃ
く
し
た
上
で
、
本
市
の
積
極

的
な
受
け
入
れ
姿
勢
を
提
示
し
、
誘
致
の

実
現
を
目
指
し
て
い
く
。
ま
た
、
あ
わ
せ

て
県
施
設
で
あ
る
プ
ラ
サ
ヴ
ェ
ル
デ
の
会

場
使
用
料
等
へ
の
支
援
を
、
県
に
対
し
て

要
望
し
て
い
く
。

加
藤
　
元
章

香陵公園周辺整備における
駐車場台数の確保を

問
本
市
に
関
連
す
る
拉
致
被
害
者
が
い

た
場
合
の
保
護
及
び
支
援
は
。

答
福
祉
事
務
所
長
／
平
成
十
四
年
に
制

定
さ
れ
た
、
北
朝
鮮
当
局
に
よ
っ
て
拉
致

さ
れ
た
被
害
者
等
の
支
援
に
関
す
る
法
律

で
は
、
拉
致
被
害
者
及
び
そ
の
家
族
に
対

し
、
国
に
よ
る
給
付
金
の
支
給
等
に
よ
る

経
済
的
支
援
の
ほ
か
、
地
方
公
共
団
体
に

お
い
て
も
、
生
活
相
談
の
実
施
、
住
宅
の

供
給
の
促
進
、
雇
用
・
教
育
の
機
会
の
確

保
な
ど
、
必
要
な
施
策
を
国
と
と
も
に
講

ず
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、

帰
国
し
た
拉
致
被
害
者
及
び
そ
の
家
族
が

本
市
に
住
居
を
定
め
る
場
合
に
は
、
市
は
、

国
や
関
係
機
関
と
有
機
的
に
連
携
し
つ
つ
、

生
活
基
盤
の
再
建
な
ど
に
資
す
る
施
策
を

初
め
、
自
立
を
促
進
し
、
良
好
か
つ
平
穏

な
生
活
を
送
る
た
め
に
必
要
な
保
護
や
支

援
を
行
っ
て
い
く
。

問
弾
道
ミ
サ
イ
ル
か
ら
の
避
難
方
法
の

周
知
は
。

答
危
機
管
理
監
／
現
在
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
に
お
い
て
、
弾
道
ミ
サ
イ
ル

落
下
時
の
行
動
に
つ
い
て
掲
載
し
て
い
る

ほ
か
、
内
閣
官
房
の
国
民
保
護
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
も
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る

が
、
今
後
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
内
容
を

見
直
し
、
緊
急
時
の
行
動
内
容
や
、
放
送

さ
れ
る
警
報
音
が
わ
か
り
や
す
く
確
認
で

き
る
よ
う
に
工
夫
し
て
い
く
。 小

澤
　
隆

本市に関連する拉致被害者がいた場合
の保護及び支援は

▲�沼津駅北口周辺の放置自転車の現状
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